
 

 

 

 

 

あいさつの意味 
 今日で１学期が終わりました。終業式で、こんな話をしました。 

あいさつは、するものではありません。届けるものです。届けるのは何か。それは、言

葉と気持ちです。「おはようございます」というあいさつは、わずか９文字の短い言葉で

す。でもそこには、言葉だけでなく、「早いですね」「いつもありがとうございます」「今

日も頑張ります」「一日よろしくお願いします」など、いろんな気持ちが込められている

のではないでしょうか。 

そんな気持ちも、相手が受け取ってくれなければ届きません。自分は渡しているつもり

でも、目が合わなかったり、小さい声だったり、頭が下がっていなかったりしたら、あい

さつしていることに気付きませんから、受け取ることはできません。 

附属小は、長崎のいろいろなところに住

んでいる子どもたちが、いろいろな道やい

ろいろな方法で学校に来ています。その分、

たくさんの人にお世話になっています。 

２学期からは、学校の中だけでなく、学校

の外でも相手に届く素敵なあいさつをがん

ばり、心の郵便局員を目指しましょう。 

 保護者の皆様のおかげもあって、適切なあいさつができる子どもも増えてきましたが、

点数をつけるなら、校内６０点、校外３０点です。知らない人にも、急いでいるときにで

も、きちんとあいさつができる子どもになるよう、一緒に継続指導をしていきましょう。 

避難訓練で附属幼稚園に避難 

 10/5（月）は、火災からの避難訓練。出火想定場所

は理科室。工事で運動場には避難できませんし、玄関

前は消防車が来るかもしれません。そこで、附属幼稚

園にお願いし、避難場所を園庭にしました。校門から

幼稚園に向かって逃げる練習は初めてでしたが（右）、

こうしてもしもに備えることは、大切なことです。 

小体会激励会 

 10/7（水）は、小体会に

出場する 6年生への激励会。

応援リーダーは、5年生が務

めました。附属小の子どもら

しく、「考える力」を発揮して

作戦を立て、優勝をもぎ取ってほしいものです。応援、よろしくお願いします！ 

 「らしさ」輝く附属小 
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